
令和７年３月吉日 

保護者の皆様 

高槻市立桜台認定こども園 

 

令和６年度 教育自己評価について 

 

保護者の皆様には、本園の保育教育活動に温かいご支援とご理解ご協力を賜りまして、誠にあり

がとうございます。昨年１１月に実施しました、幼児クラス（３～５歳児）の保護者の方への教育

アンケートに、ご協力いただき、ありがとうございました。おかげさまで回収率が９４％となり、

昨年度より少し上昇しました。皆様のご理解やご協力をいただいてこその結果です。今後も、子ど

も達のために、より良い保育教育を進め、努力を重ねてまいりたいと思います。 

つきましては、0歳～2歳児の保護者の方へもご参考までにお知らせさせていただきます。 

 

【アンケートより分析（別紙アンケートを見ながら確認ください。）】 

今年度は、大阪府下と照らし合わせ、結果の考察を行いました。 

全体的に、比較して桜台として、肯定的回答が多い項目を挙げています。 

★「お子さんは」について・・・・・・・２の項目が高かった。 

コロナ下もあり、こども園に通園するまで地域や近所の子ども同士で触れ合うことがなかったこと。 

また、園での友達関係が充実することで、降園後のつながりにも影響していると考えられる。 

★「こども園は」について・・・・・・・２１・２４・２５・２６の項目が高かった。 

２１：今年度は、「聴く力」について職員全体で意識し、子ども達の育ちにつながるよう、活動内容も意

識してきた。少しずつその成果が保護者にも伝わっているのではないか？昨年度の結果と比較しても、

「そう思う」の回答が多かった。 

２４：安全教育については、毎年評価が上がっている。避難訓練を充実するだけでなく、日常の中で、

意識することや、「大きなけがではなく、小さな擦り傷」を通して、痛さを知り自分の身を守ることや相

手の痛みに気付き、命を大切にする気持ちを培っていってほしい。こけるから走らないではなく、身を

かわす方法を遊びの中で習得できるような逞しい体づくりを推奨したい。 

２５：こども園の環境はすべて学びにつながる。という視点で、そばにある、身近な自然環境も子ども

にとっては魅力になる。ダンゴムシ探し、蝉取り、親子栽培等様々な取り組みも大切にしたい。 

２６：日頃の子ども達の様子をできるだけ見てもらいたいと考え、取り組んでいる。平日の参加が難し

い家庭もあるが、子ども達の成長を確かめ合う大切な日であることを引き続き発信していきたい。 

★本園を希望された理由・・・・アの割合が高かった 

ア：地域の園として、愛される園づくりをこれからも継続していきたい。 

 

平均より高い割合が、今後、子ども達の成長にどのようにつながるのか、未来が楽しみですね。 

今後も、生涯にわたる人格形成の基礎を培い、生きる力を育む重要な幼児教育の充実を目指し、尽力し

ていきたいと思います。 



【評議員の方からのご意見】 

２月下旬、認定こども園評議員会を開催いたしました。上の保護者の教育アンケートの結果や今年度

の教育活動内容を報告し、ご意見をいただきました。下記に紹介させていただきます。 

 

【次年度につながる今後の取り組み】 

●教育目標「であい・かかわり・そだちあい」は、６学年の子ども達の仲間意識を育てる重要な

キーワード。誰も一人ぼっちにしない。子ども同士の温かいつながりをこれからも育んでいきた

いと思います。 

●「主役は子ども」の精神を忘れず、子ども達にとって今何が大切か、の視点を最優先に掲げ

て、保育を進めていきたいと思います。 

●今年度は「聴く力」を意識し教育活動を展開しました。子どもたちの成長や姿につながるよ

う、引き続き取り組んでいきたいと思います。 

●「桜台の持ち味」を活かした園づくりを大切にしていきます。 

次年度も、信頼される園づくりに尽力をいたします。今後もご理解とご協力を賜りますよう、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

【アンケート結果より】 

・世間の流れとして、間違った子育てをしたくない、最適な方法で、合理的に等、スイッチ一つで完結す

る、親世代の育った環境も影響していることも否めないが、親が子育てに不安を抱いていることが背景に

大きくあるのではないか。子どもにとって、親はかけがえのない安定の場所。誰も変わりはできない存在

であることも確か。「上手に育てる」ではなく、「この子を育てる」感覚でオンリーワンの子育てをして

あげてほしい。後からあの時が一番かわいかったのにと後悔することがある。子育て真っ最中の親御さん

に、親が子どもに手をかけてできることは今の時期しかないと思うので、エールを送りたい。 

・情報化社会なので、方法は検索するとたくさん出てくるが、人は人で癒される時も多い。家族だけで完結

せず、できるだけ親同士が会える機会に、顔見知りを作るととらえて、こども園に保護者も居場所を作れ

るとよいのではないか。 

・PTAの在り方は、毎年課題がでている。知らない人にとっては、悪いイメージは刷り込まれてしまう。

しかし、このアンケートにもあるように、保護者自身は本来、「つながりは欲しい」と思っている人が多

い。「誰かが誘ってくれたら・・・。」「主導するのは難しいけど協力はしたい」や「みんながするなら

…。」「やり方を教えてくれたら」と気持ちはある人も多いと感じる。夏祭りの取り組みは学生時代の文

化祭や、楽しいイベントのように親も一緒に楽しめる行事として、楽しむことが上手な今の世代の保護者

にとっては得意な分野だと思うので、ノルマではなく、メリットとしてとらえ、「子どもと一緒に、楽し

いことしましょう！」という取り組みを続けてほしい。 

・時代の変化や進化は止められないし、流れに合わせていけばいいと思うが、一歩この園庭、園舎に入った

時に感じられる、「桜台の空気感」はいつまでも残してほしい。子どもたちが、再度訪れた時に、「あ

あ、桜台だなあ…。」と感じられるような安心感、昔の友だち感覚、久しぶり感、幼馴染感のような空気

感があるのが桜台の持ち味だと思うので、それはなくさないでほしい。 

【今年度評議員】 

桜台小学校校長・十中校区主任児童委員、あそぼう会ボランティア・ＰＴＡ役員ＯＢ、以上の３名です 



回答率　９３．７％

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

1 こども園に行くことを楽しんでいる 82 80% 16 16% 5 5% 0% 0%

2 入園後ともだちと、よく遊ぶようになってきた 78 76% 19 18% 5 5% 1 1% 0%

3 自分のことを自分でしようとすることが増えてきた 60 58% 32 31% 11 11% 0% 0%

4 必要な時「ありがとう」「ごめんなさい」を言おうとするようになってきた 57 55% 39 38% 7 7% 0% 0%

5 して良いこと・悪いことを考えて行動しようとするようになってきた 49 48% 45 44% 8 8% 1 1% 0%

6 約束を守って遊ぼうとするようになってきた 50 49% 45 44% 7 7% 1 1% 0%

7 子育ては楽しい 57 55% 39 38% 4 4% 3 3% 0%
8 子育ての相談相手（協力者）がいる 72 70% 22 21% 7 7% 2 2% 0%
9 子どもとの触れ合う時間を大切にしている 65 63% 35 34% 3 3% 0% 0%
10 規則正しい生活を心がけている 58 56% 39 38% 6 6% 0% 0%

11 家庭で感染症対策を行っている（手洗い・うがいなど） 64 62% 37 36% 2 2% 0% 0%

12
あいさつや身の回りの始末など、基本的な生活習慣を身
につけさせている

56 54% 45 44% 2 2% 0% 0%

13
ＰＴＡ活動や保護者会に積極的に協力したいと思ってい
る

30 29% 36 35% 29 28% 8 8% 0%

14
こども園の行事や教育活動に参加し、一緒に子育てをし
ようとしている

54 52% 43 42% 6 6% 4% 0%

15 預かり保育・延長保育を積極的に利用したいと思う 53 51% 32 31% 15 15% 3 3% 0%

現在就労している （はい　５４名・いいえ４９名）

いいえの方と答えた方にお聞きします。近い将来、就労
したいと思っている

17 教育方針や子どもの様子を分かりやすく伝えている 61 59% 32 31% 9 9% 1 1% 0%

18 遊びを中心に実体験を大切にした教育活動に取り組んでいる 74 72% 27 26% 1 1% 1 1% 0%

19 一人ひとりの個性を大切にし、意欲や自信を持たせている 66 64% 29 28% 6 6% 2 2% 0%

20
あいさつや身の回りの始末など、基本的な生活習慣を身
につくような指導を行っている

77 75% 23 22% 2 2% 1 1% 0%

21 話したり聞いたりする意欲や態度を育てることに努めている 76 74% 26 25% 1 1% 0% 0%
22 集団生活に必要な、きまりや約束の大切さを指導している 73 71% 27 26% 3 3% 0% 0%

23 手洗いやうがいの指導をしている 75 73% 24 23% 4 4% 0% 0%

24
避難訓練や安全指導（交通安全・防犯）などで子どもが
安全に対する意識や習慣が身に付くように努めている

89 86% 13 13% 1 1% 0% 0%

25 飼育・栽培などを通し自然に親しめる環境を整えている 88 85% 14 14% 1 1% 0% 0%

26 園行事や保育活動を工夫して行っている 86 83% 12 12% 5 5% 0% 0%

27 学級懇談・個人懇談の内容は有意義である 71 69% 24 23% 7 7% 1 1% 0%

28 外部侵入者対策(門の施錠・来園者の安全管理など）をしている 58 56% 36 35% 5 5% 4 4% 0%

ア．自宅から近い（送迎の負担が少ない、身近に感じる、
歩いて通えるなど）

82 80%

イ．保育内容がよい（遊びを中心とした保育、のびのびした保育、体験を通した保
育、子どもの視点に立った保育など） 49 48%

ウ．環境がよい（園庭が広い、施設が広い、自然が多いなど） 41 40%
エ．徴収される費用等が安い（教材費、絵本代、主食費、
制服・体操服など）

33 32%

オ．地域や小学校等との交流がある（小学校への入学の
際に安心など）

33 32%

カ．教師の質が高い（熱心に指導、親しみやすい、信頼
できる、相談しやすいなど）

33 32%

キ．その他

0%

【こども園は】

【本園を希望された理由】

29

（
複
数
回
答
可

）

33% 7 14% 2

思わない

4%

【お子さんは】

【保護者の方は】

16 24 49% 16

自分(保護者自身)が通っていた園だった
預かり保育がある(月１回のなかよしタイム)

無回答

令和６年度　保護者アンケート集計結果表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
項目 そう思う ややそう思う 余り思わない

その他複数出ていた意見

*集計の都合上、小数点以下を四捨五入していますので、項目によっては100％に満たない場合があります。ご了承ください。

園児が多く人とのかかわりが持てる異年齢児保育の良さがある
兄弟姉妹が通っていた(または通っている)

１号の３年保育の公立の園が良かった
子ども達がやさしく育っている。

給食がある


